
４．記入例等

研究経費内訳の明細については、下記の例を参考に記入してください。

　①「設備備品費の明細」欄、「消耗品費の明細」欄の記入例

　　○各年度毎に区分し、かつ計を入れて記入してください。
　　○「金額」欄は千円単位で記入してください。
　　○いずれかの年度において「設備備品費」が９０％を超える場合には、当該経費の研究遂行上の
　　　必要性（内訳等）について、「研究経費の妥当性・必要性」欄に記入してください。　

（金額単位：千円）

金 額 金 額

19   ○　○　○　○    2×＠ 100    （○○大学） 200 350

  ○　○　○　○    2×＠ 150    （○○大学） 300 4

  ○　○　○　○    1×＠ 400    （△△大学） 400 10

130

計 900 494

20   ○　○　○　○    1×＠ 200    （○○大学） 200 450

  ○　○　○　○    1×＠ 400    （□□大学） 400 5

10

計 600 465

　②「旅費等の明細」欄の記入例

　　○各年度毎に区分し、かつ計を入れて記入してください。
　　○「金額」欄は千円単位で記入してください。
　　○いずれかの年度において「旅費（国内旅費及び外国旅費）」又は「謝金等」のどちらかの経費
　　　が９０％を超える場合には、当該経費の研究遂行上の必要性について、「研究経費の妥当性・
　　　必要性（内訳等）」欄に記入してください。

（金額単位：千円）

事  項 金 額 事  項 金 額 事  項 金 額 事  項 金 額
19  ○○○ 100 □□□□ 150 ◇◇◇ 80

 ○○ 60 □□□ 13

計 160 計 0 計 163 計 80
20  ○○○ 70 △△△ 300

計 70 計 300 計 0 計 0

※  科学研究費補助金では支出できない経費もあるので、注意してください。

（１）「応募内容ファイル」の記入例

外国旅費

年度

計

そ の 他

○○

○○○

旅費等の明細

謝 金 等
年度

国内旅費

○○○

○○○○

○○

○○○

消耗品費の明細設備備品費の明細

計

○○○○

品  名 ・ 仕  様
（数量×単価）（設置機関）

 品  名
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　③「研究業績」欄の記入例（基盤研究Ａ・Ｂ・Ｃ（一般）及びＡ・Ｂ（海外））

　　○ 近５カ年間に学術誌等に発表した論文、著書、工業所有権等、招待講演のうち本研究に関連
　　　する重要なものを選定してください。
　　○現在から順に発表年次を過去にさかのぼり、発表年（暦年）ごとに点線で区切り、かつ、研究
　　　組織欄に記入された研究者ごとに記入してください。
　　○学術誌等へ投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。
　　○論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、 初と 後の頁、発表年（西暦）について記入
　　　してください。(以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。)
　　○著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と
 　 　記載されている順番を○番目と記入）しても可。
　　○研究代表者及び研究分担者にはアンダーラインを付してください。

2006 半蔵門太郎                   …（論文名）…
以降 半蔵門太郎、○○○○、△△△△（他１０名、１番目）

×××学会誌、１１巻　　120-127(2006)　査読有

麹町一郎                   …（論文名）…
□□□□、▲▲▲▲、麹町一郎（他１０名、３番目）
△△△△学会誌、１５巻　　130-145(2006)　査読無

2005 半蔵門太郎                   …（論文名）…
半蔵門太郎、○○○○（他７名、１番目）
※※※学会誌、６巻　　150-155(2005)　査読有

永田町学                   …（論文名）…
■■■■、☆☆☆☆、永田町学（他７名、６番目）
＆＆＆学会誌、３巻　　56-72(2005)　査読無

2004

・
・

研究代表者・
　　　分担者氏名

発
表
年

 研 究 業 績

 発表論文名 ・ 著書名　等
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④「研究費の応募・受入等の状況・エフォート」欄の記入例（基盤研究、萌芽研究及び若手研究Ａ・Ｂ） 

 

○複数の研究費を記入する場合は、点線を引いて区分して記入してください。 

○「エフォート」欄には、年間の全仕事時間を１００％とした場合、そのうち当該研究の実施等に必

要となる時間の配分率（％）を記入してください。 
○「応募中の研究費」欄の先頭には、本応募研究課題を記入して下さい。 

○科学研究費補助金の「特定領域研究」にあっては、「計画研究」、「公募研究」の別を記入してくださ

い。 
○所属研究機関内で競争的に配分される研究費についても記入してください。 

○他の研究費への応募等があるにもかかわらず記入していないこと及び事実に反する記入のないよう

にしてください。 
 
 
 
 
 
 
研究代表者のみ作成・添付 

基盤Ａ･Ｂ(一般)－１４ 
 

研究費の応募・受入等の状況・エフォート 

 
（１）応募中の研究費 
資金制度・研究費名（研究
期間・配分機関等名） 

研究課題名（研究代表者氏
名） 

役割(代表・
分担の別) 

平成19年度研究
経費（期間全体
の額）（千円） 

ｴﾌｫｰﾄ
（％）

研究内容の相違点及び他の研究費に加
えて本応募研究課題に応募する理由 

【本応募研究課題】 
基盤研究(Ａ)(一般) 
(H19～H22) 

 
○○の☆☆的研究 

 
代表 

 
10,000 
(30,000) 

 
○○

 
－ 

基盤研究（Ｓ）(H19～
H23) 

○○の××的研究 代表 30,000 
(90,000) 

－ 
 

□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□のため 

萌芽研究(H19～H21) ○○の□□について 分担 2,000 
(4,000) 

○○ ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆のため 

特定領域研究（計画研究
）(H19～H20) 
 

○○の△△における×
×について 
（□□ □□） 

分担 0 
(0) 

 
○○

×××××××××××× 
×××××××××のため 

××研究推進費(学内
公募資金)(H19～H22)（
△△大学） 

○○○論 代表 500 
(1,500) 

○○ ○○○○○○○○○○○○ 
○○○○○○○○○のため 

 
 

     

 
 
 
研究代表者のみ作成・添付 

基盤Ａ･Ｂ(一般)－１５ 
 
研究費の応募・受入等の状況・エフォート（つづき） 

 
（２）受入予定の研究費 
資金制度・研究費名・研究
期間（配分機関等名） 

研究課題名（研究代表者氏
名） 

役割(代表・
分担の別) 

平成19年度研究
経費（期間全体
の額）（千円） 

ｴﾌｫｰﾄ
（％）

研究内容の相違点及び他の研究費に加
えて本応募研究課題に応募する理由 

○○○研究費 
(H17～H21)（○○機構） 

○○の□□論 
（☆☆ ☆☆） 

分担 500 
(2,500) 

○○
 

△△△△△△△△△△△△ 
△△△△△△△△△のため 

      
（３）その他の活動 ○○

  合   計 
         （上記(１)，(２)，(３)のエフォートの合計） 

 100
 (%)

 
 

研究機関名 △△大学 研究代表者氏名 ○○ ○○ 

 

研究分担者等の場合は、（ ）書
きで研究代表者等の氏名を記入
してください。 

本応募研究課題との研究内容（研
究目的、研究方法、研究規模の違
い、等）の相違点及び当該他の課
題に加えて本課題へ応募する理由
を、焦点を絞って明確に記入して
ください。 

文部科学省及び日本学術振興会の科学研究費補
助金を記入する際は、研究種目名及び審査区分を
記入してください。 

研究分担者等の場合は、平成１９年度に受け入れる分担金の額
（予定額）を記入し、下段に（ ）書きで研究期間全体で受け
入れる分担金の総額（予定額）を記入してください。（分担金
が配分されない場合は、それぞれ０を記入してください。） 

科学研究費補助金において、重複応募
は可能であっても、重複して採択され
ることがない種目を記載する場合は、
「－」と記入してください。

（１）応募中の研究費、（２）受入予定の研究費
に分け、それぞれの頁に記入して下さい。 

所属研究機関内で支給される研究費など、特に定
まった名前がない場合は、当該研究費の内容が具
体的にわかるように記入してください。 

平成１９年度に受け入れる直接経費の額（応募中
のものは応募額）を記入し、下段に（ ）書きで
研究期間全体の総額を記入してください。


	（１）「応募内容ファイル」の記入例
	①「設備備品費の明細」欄、「消耗品費の明細」欄の記入例
	②「旅費等の明細」欄の記入例
	③「研究業績」欄の記入例（基盤研究Ａ・Ｂ・Ｃ（一般）及びＡ・Ｂ（海外））
	④「研究費の応募・受入等の状況・エフォート」欄の記入例（基盤研究、萌芽研究及び若手研究Ａ・Ｂ）


